
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

下之郷遺跡 116 次調査 

 下之郷遺跡で４月後半から実施して 

いた確認調査が８月初旬に終了しまし 

たので、その概要を報告します。 

まず、調査地は下之郷史跡公園の東 

側の農地で、600㎡余りの面積が今回 

の調査範囲となりました。 

調査の結果、表土直下から右の平面 

図のようにイナズマ状に屈曲するる遺 

構（溝と想定、SD１～７）を検出しま 

した。 

このうち、調査地北半のSD1～３は、 

地山土のような土質を呈するSX1の東、 

北側を四角く囲うような形状となりま 

す。一方、調査地南半のSD４～７も、 

SX1と同様の地山土に似るSX2の四辺 

を取り囲むような形で検出しています。 

 SD１～７とSX1、2との関係を確認 

するため、断割りを7ヶ所の（①～⑦） 

に設けた結果、弥生時代中期（Ⅳ期）の 

土器片が出土し、今回検出した遺構が環 

濠と同じ弥生時代中期の時期であること 

が分かりました。 

発 掘 調 査 だ よ り 
 

 

１ 

10月を迎えました。この時期になると、さすがに猛暑日は鳴りを潜めてきましたが、そのか

わりに台風が日本列島に襲来し、甚大な被害をもたらしています。 

卓越したアジアモンスーンにシベリア高気団が鬩ぎ合うことで織り成される日本列島の四季

は世界的にも大変素晴らしいと称讃されていますが、その反面、一年を通して様々な自然災害

に見舞われてきました。 

今月から開催いたします秋季特別展では、遺跡の調査を通して、先人達がいかに自然と調和

しながら暮らし生きてきたのかをご覧いただきたいと開催準備を進めています。 

乙 貞 
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▲下之郷遺跡第116次調査検出遺構平面図 
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欲賀西遺跡第１2 次調査 

守山市森川原町字村之内において、宅地造成に伴

う調査を８月1日から９月５日の期間で実施しま

した。調査は､開発地のうち道路建設地約２5０㎡

の面積を対象に行ないました。 

まず、井戸SE-1は調査地の南西辺で検出されま

した。掘方は3.2ｍ×3.0ｍのほぼ円形で、掘り下

げていくと、地表から約1.6ｍの深さから結桶
ゆいおけ

の井

戸枠を検出しました。この桶は、長さ約60㎝の縦

板13枚を箍
たが

で固定していて、掘方の中心からはや

や西側に偏
かたよ

って位置しています。 

そして、桶の井戸枠をさらに掘り下げると、その

下からは曲物の井筒が見つかりました。深さは、検

出面よりおよそ約2.4ｍを測ります。 

この井戸からは、検出面から中層の間で土師器を

はじめ、須恵器、黒色土器、瓦質土器火鉢片、中世

陶器片、須恵質平瓦、軒平瓦が出土しました。そし

て、暗黄灰色粘質土が堆積する下層からは鉄釘や 

鉄滓
てっさい

が出土していて、鎌倉時代後期～室町時代前期

頃に使われた井戸であると考えられます。 

次に、SE-2は調査地中央南側で検出したもの

で、一部が調査地外となります。掘方はやや楕円形

状で、2.5ｍ×1.9ｍ、深さは約1.4ｍを測ります。

中層より土師器や須恵器、黒色土器、中世陶器が出

土していて、鎌倉時代後期の時期が考えられます。 

３つ目の井戸、SE-3は調査地中央北側で検出し

ました。掘方は、径約95㎝の円形、小型で、深さ

はおよそ1mで底となる井戸です。地表から約50

㎝掘り下げたところで井戸枠の痕跡が認められま

した。 

 

▲ 欲賀西遺跡第12次調査出遺構平面図 

 

▲ 調査区全景写真（右:北東から 左:南西から撮影） 

今回は確認調査ということで

本格的な発掘を行なっていない

ため断定はできませんが、検出

した溝は、環濠外側に掘られた

大溝か、もしくは方形周溝墓の

周溝ではないかと考えられま

す。         （川畑） 
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▲ 井戸 SE-3 土器出土状況 

下之郷遺跡調査地 

欲賀西遺跡調査地 

この井戸からは約40㎝の深さから、完形の黒色土

器埦と土師器小皿が出土していて、鎌倉時代中期頃

の井戸ではないかと考えられます。また、この井戸

の黒色土器埦の中には、蓋のようにした円形の板を

伴って出土しているものがありました。 

次に土坑は、SK-1～３の3基を検出しました。調

査地中位で検出したSK-3は直径約60㎝、深さ１ｍ

ほどで、土師器、須恵器が出土していますが、残り

のSK-1と２は、それぞれ調査地北東辺とSE-2の西

側で検出した土坑で、深さは約40㎝と10㎝ほどの

残存となり遺物の出土はありませんでした。 

以上のことから、検出した遺構のうち井戸は、鎌

倉時代中期～後期、鎌倉時代後期～室町時代前期の

２時期に使われたものと考えられます。 

欲賀西遺跡の縁辺地に位置する今回の調査地で

は、中世を盛期とする集落遺構が調査区まで広がり

を見せることが推測されました。    （堀田） 

 

                 

 

▲ 調査区全景写真 （北東から） 

発掘調査位置図 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

友の会だより 

第２回見学会を９月6日（金）に開催しました。参加者は34名で、若狭三方縄文博物館で開催中の特別

展「古代エジプト文明」の観覧と敦賀市立博物館の見学が今回の活動内容でした。 

真夏のような暑さの中でしたが、両博物館ともに学芸員の方に分かりやすい展示説明をしていただき、

たいへん有意義な一日を過ごすことができました。また、若狭三方縄文博物館の縄文ホールには、縄文時

代後期のスギの大株が展示してあり、当時の森林のスケールを体感することができました。 

写真上段 若狭三方縄文博物館→学芸員説明風景 1→学芸員説明風景2→館内見学風景（縄文ホール） 

写真下段 昼食風景（千鳥苑さん）→敦賀市立博物館→説明風景→館内見学風景 

４ 

トピックス  

歴史入門講座 「やきものの魅力 」 第３・４講 を開催しました！  

『やきものの魅力』－出土品からみる生活用品－のテーマの下、８月17日（土）に第３講『やき

もの一新 須恵器とは』を鈴木茂さん（野洲市教育委員会）、 

９月21日（土）第4講『須恵器の生産と流通-近年の調査成 

果から考える-』を辻川哲朗さん（公益財団法人滋賀県文化 

財保護協会）、それぞれの講師のもとで開催しました。 

両講座ともに、灰色のうつわ「須恵器」を取り上げた内容 

を講演していただきました。両氏の視点から講演を併せて受 

講いただくことで、須恵器の由来から生産・流通まで、まる 

ごと理解することができました。 

なお、本年度の歴史入門講座は、秋季特別展開催中の10月 

19日（土）に第5講『日常雑器 土師器』を横田洋三さん 

（公益財団法人滋賀県文化財保護協会）を講師に、また、最 

終の第６講を12月21日(土)に『“信楽焼“という名のやき 

もの』をテーマに、畑中英二さん（京都市立芸術大学教授） 

にご講演していただきます。 

皆さんぜひ受講してください！ 

 

 

 

 

第３講（上）、第 4講（下）開催風景 
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令和元年度秋季特別展を10月５日（土）から開催いたします！  

本年度の特別展は「木と人のかかわり２ ～木器からみた原始の生業とまつり～」を開催テ

ーマとして、下記のとおり10月５日（土）から 

12月１日（日）までの期間で開催しています。 

人類が初めて手にした道具とは、木の棒、あ 

るいは石であると想像できます。それ以降、人 

は日常の生活品や農工具、建築部材など幅広い 

分野で木を巧みに取り入れてきました。 

今回の特別展では、原始・古代に幅広く利用 

された木器・木製品を通して、古代人の暮らし 

ぶりや精神文化、自然との関わりに触れてみた 

いと思います。 

また、11月16日（土）午後2時からは、元服部遺跡発掘調査担当者の入江正則さんを講師

に迎え、「服部遺跡の調査を振り返って」をテーマに講演していただきます。当日受付、参加

無料となっていますので、是非受講ください。 
 

【開 催期間】令和元年10月５日（土）から12月１日（日）まで 

        休館日：10月22日を除く毎週火曜日・10月23日（水）・11月25日（月） 

開館時間：午前９時から午後４時まで（入館時間） 

【関 連 行 事】秋季特別講演会 

(1)日  時 令和元年11月16日（土）午後２時開講 

(2)演  題 「野洲川放水路通水40周年記念～服部遺跡の調査を振り返って～」 

   (3)講  師 入江正則氏（元服部遺跡発掘調査担当者） 

(4)場  所  センター２階会議室 

(5)その他  受講無料・当日受付 

【交 通 機 関】公共交通機関利用： JR 守山駅より近江バス服部線「市立埋蔵文化財センター」 

行き、または「ビックレイク（野洲川歴史公園サッカー）」行き乗車、市立埋蔵文 

化財センターで下車。自家用車等：名神高速道路栗東 ICから約 25 分、琵琶湖大 

橋東詰めから約 15 分。 

【そ の 他】特別展終了後の12月２日（月）から12月13日（金）までの期間を休館します。 

      

【主催・問合せ】守山市立埋蔵文化財センター 〒524-0212 守山市服部町2250番地  

TEL＆FAX  077-585-4397 ｍail：maizobunkazai@city. moriyama.lg.jp 

６ 

【後記】乙貞10月号の発行に先立つ９月20日、アジア初となるラグビーワールドカップ2019が日本で開催さ

れました。出場国のうち、強豪国とされるオーストラリア、南アフリカは、20世紀後半まで白豪主義、ある

いはアパルトヘイトという人種差別政策をとってきた国ですが、いまや出自や肌の色を乗り越え、一丸となっ

て競技しています。ラグビーでは、国代表の資格として、国籍のほかに居住が重んじられています。かつて世

界中に進出した英国がラグビー発祥国であることに負うところが大きいのでしょう。開催国日本もまた、自国

で生まれ育ったプレーヤーは半数ほどで、かのオーストラリア、南アフリカに加え、韓国、ニュージランド、

サモア、トンガ出身者がチームを構成しています。このような多人種が“ONE TEAM”となるスポーツが広

まれば、世界平和や人権問題解消の大きな推進力になるのではと期待しながら観戦しています。 （馬耳東風） 

▲ 特別展準備風景況 


